
素
を
設
定
。
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、入
試
の
評
価
軸
や
、

各
授
業
の
狙
い
を
整
理
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
の
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
教
育
の
質
向
上
と
、
補
助

金
を
使
っ
て
の
環
境
整
備
（
左
ペ
ー
ジ

参
照
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
、
最
終
的

に
は
学
生
の
就
職
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
基
軸
と
し
て
２
０
１
５
年
度

に
、「
＊
社
会
力
習
得
の
た
め
の
３
段
階

教
育
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

　「
補
助
金
事
業
へ
の
参
加
は
私
立
大

学
の
画
一
化
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
声

も
あ
り
ま
す
が
、
文
科
省
が
求
め
る
質

保
証
の
し
く
み
や
３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
は

大
学
が
必
ず
備
え
る
べ
き
「
器
」
に
過

ぎ
ず
、そ
の
「
中
身
」
こ
そ
が
「
個
性
」

で
あ
る
は
ず
で
す
。
本
学
は
今
後
も
改

革
総
合
支
援
事
業
に
前
向
き
に
取
り
組

み
、
特
色
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」（
以

下
、
改
革
総
合
支
援
事
業
）。
そ
の
応

募
要
項
を
見
た
と
き
、
こ
れ
は
ま
さ
に

地
方
小
規
模
私
立
大
学
が
挑
戦
す
べ
き

事
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
他
の
競
争
的

な
補
助
金
の
よ
う
に
卓
越
し
た
独
自
性

の
あ
る
取
り
組
み
が
対
象
で
は
な
く
、

や
る
べ
き
こ
と
を
地
道
に
や
っ
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
評
価

が
定
量
的
で
、
ど
こ
ま
で
努
力
す
れ
ば

採
択
さ
れ
そ
う
か
見
込
み
が
立
つ
か
ら

で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
育
成
す
る
学
生
像

や
地
域
貢
献
な
ど
、
大
学
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い
た
時

期
で
し
た
。
そ
の
改
革
の
進
捗
を
測
る

一
つ
の
目
安
と
し
て
、
同
事
業
の
点
数

表
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
学
改
革
は
、
各
学
部
の
理
解
、
自

主
的
な
動
き
が
な
い
と
進
み
ま
せ
ん
。

指
示
系
統
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
だ
け
で
は

継
続
的
な
取
り
組
み
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
改
革
を
持
続
す
る
た

め
の
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。
週
１
回

の
学
部
長
連
絡
会
議
を
、「
将
来
構
想

検
討
委
員
会
」
に
格
上
げ
。
加
え
て
年

に
２
回
程
度
だ
っ
た
全
学
教
職
員
会
議

を
毎
月
行
い
、
全
学
で
目
線
合
わ
せ
と

情
報
共
有
を
し
て
、
学
部
の
協
力
を
仰

ぎ
ま
し
た
。

　
改
革
に
関
す
る
各
種
会
議
体
に
は
、

必
ず
職
員
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
を
改
革
総
合
支
援
事

業
の
点
数
に
反
映
さ
せ
る
に
は
、
実
行

し
て
い
る
内
容
が
学
内
規
定
に
合
致
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
、
教
員
と
事
務
方

の
連
携
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
す
。

　
認
証
評
価
は
７
年
に
１
度
で
す
が
、

同
事
業
は
１
年
ご
と
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
回

転
周
期
が
早
ま
り
、
改
革
が
加
速
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
〜
２
０
１
６
年
度
は
改
革

総
合
支
援
事
業
タ
イ
プ
１
・
２
・
４
、

２
０
１
７
年
度
は
タ
イ
プ
１
〜
４
で
採

択
さ
れ
、
財
政
面
以
外
に
も
多
様
な
成

果
が
出
て
い
ま
す
。

　
最
も
大
き
な
変
化
は
、
根
拠
に
基
づ

い
て
動
く
「
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
が
大
学
全
体
に
浸
透

し
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
補
助
金
申

請
に
は
根
拠
資
料
が
必
要
で
す
。
記
録

や
デ
ー
タ
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
、
情

報
を
一
か
所
に
集
約
す
る
「
大
学
に
お

け
る
Ｉ
Ｒ
」の
し
く
み
も
整
い
ま
し
た
。

将
来
構
想
検
討
委
員
会
な
ど
で
の
意
思

決
定
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
改
革
の
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
入
試
と
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
合
性

も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
学
力
の
３
要
素

を
基
に
本
学
が
育
成
す
べ
き
９
つ
の
要
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　改革総合支援事業の補助金によって大幅に充実したのが、アクティブ・
ラーニング用の各種教室だ。５年連続の採択を受けて、グローバル教育、ＩＴ
教育、法学教育などに対応した教室を順次整備していった。
　150人が一斉にグループ学習ができるアクティブ・ラーニングルーム（写
真）では、「岡山経営者論」を開講している。これは地元企業の社長等を講
師として招き、経営理論や経営手法を学ぶもので、教室の特性を生かして、
講話とグループ討議、全体発表などを組み合わせた学びを展開している。こ
の取り組みは講師としてお招きした方々に本学のことを知ってもらう機会に
もなっており、地域での本学の評判を高めることにつながっている。
　また、外国人留学生を中心とする大学院進学希望者向けの「進学学習
室」も整備した。同大学は経済学分野の大学院進学率が全国トップクラ
ス。進学指導をさらに強化し、優秀な留学生の継続的な確保をめざす。

地
道
な
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
る
補
助
金

エ
ビ
デ
ン
ス
の
重
要
性
が

学
内
全
体
に
浸
透

申請の狙い

成果指標

体制

レバレッジ
ポイント

補助金カルテ

特色化を強化する教育設備を次々設置注目！

▶着手し始めていた教育改善の取り組みを加速させるため
▶点数評価で採否がわかりやすく、改革の進捗を測る目安にもなるため

▶点数化された評価基準自体を指標としている
▶就職率100％をめざして、さまざまな取り組みを行っている

▶「将来構想検討委員会」（週１回。学長、副学長、各学部・学科長、教学・入試・
　キャリアセンター各担当、事務局長）が方針を策定、各学部に通達。並行して
　「全学教職員会議」（月１回）で情報を共有
▶各種会議体には必ず職員が参加。文科省の動きなどを随時報告

▶アクティブ・ラーニング用の教室、教学マネジメントシステムなど、学力の３要素に
　対応できる教育環境が充実
▶取り組みに関するエビデンスを残す意識が高まった
▶全学で情報を共有する頻度が高まった

▶私立大学等改革総合支援事業（タイプ１：教育の質的転換、タイプ２：地域発展、
　タイプ３：産業界・他大学等との連携、タイプ４：グローバル化）
▶私立大学研究ブランディング事業（タイプＡ：社会展開型）

おおさきひろかず●1966年岡山大学大学院理学研究科
修了、1986年工学部教授。地域共同研究センター長、
工学部長、理事・副学長等を歴任。2006年岡山商科大
学商学部に着任。2007年より現職。専門は経営工学。

副学長
産学官連携センター長大﨑紘一

アクティブ・ラーニングルームでの学習の様子。学びのスタイル
を柔軟に変更できる。

改
革
総
合
支
援
事
業（
タ
イ
プ
１
〜
４
）

2017年度に
交付を受けた
主な補助金

＊「理論力」「会話力・問題解決力」「現場力」を段階的に身に付け、社会へと送り出すシステム

特集●お金から考える大学改革 補助金
岡山商科大学 ▼ 岡山県岡山市 ▼ 1965年開学

▼ 教育理念は「社会事象を的確に捉え、分析し、解決する能力を備えた心豊かな人材の育成」

▼ 学部／法、経済、経営 ▼ 学生数／約1480人

▼ 教員数／79人（専任）、36人（兼任） ▼ 職員数／47人（嘱託職員含む）

持
続
的
な
改
革
の
た
め
の

補
助
金
活
用

岡
山
商
科
大
学
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〈
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
〉


